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第55回国民体育大会馬術競技リハーサル大会
20世紀最後を飾る富山国体 (平戚12年10月 14～ 19日 )を控え、 5月 27～28日の両日、リハ
ーサル大会が開催された。場所は「馬がかける 白球がまう 立山の里」をスローガンに馬術競
技とソフ トボール競技の開催地である立山町・常廊寺川公園特設馬術競技場。16府県 。選手数
126名、馬数70頭の参加により、競技が展開された。

報告/谷川由尚 (大会総務委員 )

立山連峰を望む緑の自然に囲まれた環境にある「常願

寺川公園特設馬術競技場」は富山市内からも比較的近く、

北陸自動車道、立山ICか ら約 5分 と立地条件の良い場

所に位置している。昭和27年 まで存在した利田競馬場を

馬道・馬事公苑を残す都市公園として整備したものが、

経年変化により路盤のクッション性に支障をきたしてい

たことや、「2000年 とやま国体」馬術競技がこの公園で

開催されることとなったことから、馬場を改修。新たに

室内馬場、管理棟、厩舎を新築し、富山県の馬術競技の

拠点施設として整備したものである。

競技場は河川敷を利用した関係上、幅員が狭く縦に長

い、過去に類を見ない施設で、選手も戸惑いを感じなが

らも2日 間、 9種目の熟戦を繰り広げた。

参加地区は、東北・中部・東海・近畿・四国と広範囲

であり、地元富山を含め16府県、給参加選手数 126名 、

総参加馬数70頭であった。

第 1日 日、午前中は暑いほどの天候であつたのが午後

には少年ダービー開始直前からあいにくの降雨。さらに

第2日 目は時々雨のうえ、強風が吹き荒れるという悪天

候のなかでの競技となった。

障害競技においては各選手、競技馬ともに全日本、国

体で活耀しているベテラン勢が数多く出場し、競技内容

も充実、盛 り上がりを見せた。特に第 2日 目の最終競技、

成年女子 トップスコアでは 4番 目に出場した地元富山の

水町友香選手が高得点を獲得。後続の選手たちが トップ

争いを挑んだが、逆転することができず、彼女の優勝が

決まった。その瞬間、観客席からは大きな拍手が盛んに

送られていた。
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▲競技場風景

〈施設概要〉

施設名 規 模 内 容

馬 場 面積/約 12,000ぷ
観覧席/4カ 所
(約 340席分 )

室内馬場
建築面積/約 940ポ
木造平屋建

20× 40mの馬場

最高高さ/10.43m

管理棟
延床面積/約 150ポ
鉄骨造 2階建

外壁/杉板張
審判室、更衣室、器具庫等

厩 舎
建築面積/約570ぱ
鉄骨平 Fn―建

外壁/杉板張
40馬房、馬洗場 6カ 所

備品関係
障害物25基

トラクター 1台他
管理用備品 ▲関係者が見守るなか、競技は次々と展開されていった
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